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幹事さんの
呼び掛け例

建設予定地（写真手前のグラウンド）

項　　目 内　　　　　　　　　　　　容
事業名称 穂高広域施設組合　新ごみ処理施設整備・運営事業

施設概要

ごみ焼却施設　全連続燃焼式（ストーカ炉または流動床炉）
120t/ 日（60t/24h ×２炉）

不燃物処理施設（破砕・選別）　3t/ 日
　※可燃性粗大ごみの受入れを計画しています。
　※焼却方式および施設規模は事業者の提案としています。

予定価格

建　設　費：110億円以内（消費税及び地方消費税の額を含む）
運営委託料：100億円以内（消費税及び地方消費税の額を含む）

（委託期間）平成 33 年 3 月から平成 53 年 3 月までの
20 年 1 カ月

建設期間 平成 30 年４月から平成 33 年２月末
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績
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す
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。
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。
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６
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経
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。

建
設
用
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は
、
現
在
の
施
設
の
南
側

隣
接
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で
、
穂
高
広
域
施
設
組
合
が
地

元
地
区
の
理
解
に
よ
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取
得
し
た
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で
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新
し
い
焼
却
施
設
の
処
理
能
力
は
１

日
に
１
２
０
ト
ン
。
施
設
内
に
は
、
不

燃
物
の
破
砕
・
選
別
処
理
を
行
う
施
設

を
設
け
ま
す
。
さ
ら
に
、
現
在
受
け
入

れ
て
い
な
い
ふ
と
ん
や
畳
な
ど
の
「
可

燃
性
粗
大
ご
み
」
の
受
け
入
れ
も
計
画

し
て
い
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す
。建
設
費
は
１
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０
億
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運
営
委
託
料
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と
１
カ
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）
と

し
て
１
０
０
億
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を
見
込
ん
で
い
ま
す

（
左
表
参
照
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後
は
、本
年
10
月
上
旬

に
整
備
・
運
営
事
業
者
を
決
定
し
、
平

成
30
年
４
月
に
実
施
設
計
の
着
手
、
平

成
33
年
３
月
の
稼
働
を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
新

施
設
が
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の
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な
影
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及
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か
を
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、
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、
評
価
し
ま
し

た
。
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の
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果
に
つ
い
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の
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告
・
縦
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と
説
明
会
を
開
催
し
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。
説
明
会

は
、
ど
な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す

の
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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縦
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縦
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◆概　要

環 境 コ ラ ム

環
境
省
が
公
表
す
る
一
般
廃
棄
物

処
理
事
業
実
態
調
査
（
平
成
27

年
度
実
績
）
結
果
で
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
、
長
野
県
が
１
人
１
日
当
た
り
の

ご
み
排
出
量
が
少
な
い
都
道
府
県
第
１

位
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
市
の

ご
み
排
出
量
は
７
９
３
㌘
と
、
県
全
体

の
平
均
よ
り
少
な
い
値
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
日
本
一
で
あ
り
続
け
る

た
め
に
、
ま
た
、
美
し
い
自
然
を
次
世

代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
さ
ら
な
る
ご

み
の
減
量
化
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

宴
会
で
は
た
く
さ
ん
の
料
理
が
残

っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
誰
で

も
で
き
る
ご
み
減
量
の
取
り
組
み
の
ひ

と
つ
は
食
べ
残
し
を
し
な
い
こ
と
。
宴

会
が
始
ま
っ
た
最
初
の
30
分
と
、
最
後

の
10
分
は
料
理
を
楽
し
み
、
食
べ
残
し

を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。
幹
事
さ
ん
は
、

呼
び
掛
け
例
を
参
考
に
宴
会
開
始
時
や

お
開
き
の
前
に
食
べ
き
り
を
呼
び
掛

け
、
出
席
者
も
食
べ
残
し
の
削
減
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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県
は
２
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続
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ご
み
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量
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！
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０
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ま
る
）
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ン
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ン

１位	 長野県	 ８３６ｇ
２位	 沖縄県	 ８４１ｇ
３位	 滋賀県	 ８４３ｇ
	 全国平均	 ９３９ｇ
長野県民が 1人 1日当たりに出
すごみの量の少なさは、２年連
続で全国第１位！

ちなみに安曇野市は…

７９３ｇ
（出典：環境省「一般廃棄物処理事業実態調査」

平成 27 年度実績）

宴会開始時 （乾杯の後など）

お開き前 （中締め前）

本 日のお料理は、召し上が
っていただいた頃合いを

見て、次の料理が出てまいりま
す。まず、料理を平らげてから
お酌に回っていただき、途中で
またお席にお戻りください。

テ ーブルの上にはまだまだお
料理が残っております。有

るを尽くして、気持ちよくお開き
にしましょう！

暮らしに欠かせない 大切な施設
老朽化に伴う穂高クリーンセンターごみ焼却施設の建て替えは、広域に

およぶ喫緊の課題であり、合併特例債の活用最終期限内である平成 33 年 3
月には稼働する予定で計画を進めています。この施設は、私たちの暮らし
を支えるために欠かせない大切な施設です。地元市民の皆さまをはじめ、
関係町村の皆さまのご理解ご協力を得ながら、計画的に整備を進めてまい
ります。また、ごみ処理の環境を整える一方で、ごみ減量の取り組みも進
めなければなりません。全国的にもごみ排出量が少ないという素晴らしい
地域性を生かし、これからもリサイクルの推進など積極的なごみ減量化へ
の取り組みをお願いいたします。

穂高広域施設組合管理者・安曇野市長　宮澤宗弘


